(別添様式１- １)
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　項：社会福祉費　目：社会福祉諸費
	事業名: 福祉バス（リフトバス）運営委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　　　
　　　　　　　　　健康福祉部 地域福祉国保課 地域福祉担当　電話番号：058-272-8261
　　　　　　　　 E-mail：c11219@pref.gifu.lg.jp　　　　　　　　　　　　　　　　
	事業費


　要求額：2,827千円（前年度予算額：2,827千円）
	事業内容


	１　事業の内容


　障がい（児）者、介助を要する高齢者が気軽に外出し、各種の行事等に参加する機会を提供することを通した社会参加の促進及び自立の支援を図るため、県所有の福祉バス「ながら号」の運行（※）を行う。
（※）利用料金を（県）：（利用者）＝1：1とし、利用者（団体）の負担を軽減
	２　所要経費


福祉バス（リフトバス）運営委託料　2,827千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


・Ｓ61　福祉バス（初代）導入［定員21名　うち車椅子定員2名］
    ・Ｈ 8　老朽化と年々増加する利用ニーズに応じるため２代目に更新
            ［定員31名　うち車椅子定員4名］
    ・Ｈ17　走行距離が20万kmを超え、老朽化により３代目に更新
        　　［定員31名　うち車椅子定員4名］
　　＜近年の実績＞
	年度
	運行日数
	利用者数
	事業費

	Ｈ１８
	185日
	3,771人
	2,632千円


	Ｈ１９
	192日
	3,929人
	2,537千円

	Ｈ２０
	194日
	3,873人
	2,827千円

	Ｈ２１
	164日
	3,079人
	2,598千円

	Ｈ２２
	182日
	3,739人
	2,551千円

	累　計
	917日
	18,391人
	－


	３　これまでの取組に対する評価


　Ｈ18年4月の介護保険法改正及び障害者自立支援法施行により、高齢者は介護予防の観点から、障がい児（者）は自立の観点から一層の社会参加が求められるなか、福祉バス「ながら号」は年々県民に認知され、過去5年間で平均183日/年運行し、5年間の累計では18,391人が利用している。県内の様々なエリアの団体が活用し、県内障がい者、高齢者の自立支援・社会参加の促進に貢献している。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	2,827
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,827

	要求額
	2,827
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,827

	決定額
	2,827
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,827


